
 
 

投 票 率 の 向 上 に つ い て 

 

◆ 瑞穂市の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 低投票率の背景 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 投票率向上への取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【県内の市との投票率比較】 

H22 参議院議員選挙 54.53％ （19 位／21 市中）

H23 県議会議員選挙 38.57％ （ 8 位／ 8 市中） 

H23 市長選挙    44.71％ 

H24 市議会議員選挙 51.17％ 

H24 衆議院議員選挙 55.45％ （20 位／21 市中）

H25 県知事選挙   28.00％ （18 位／21 市中）

 図① 参照

 

【年代別投票率】 

20～29 歳 （15.63％）   40～59 歳 （29.27％） 

30～39 歳 （18.09％）   60 歳以上  （42.01％） 

(H25 知事選･古橋投票区)  

 

※一般的に年齢に伴って投票率が上がる傾向にあります。 

図② 参照

 

【若年層の割合】 

20～39 歳   37.2％  

県内市の平均  27.9％ 

  （H25.1.1 現在）

※有権者に占める若年層の割合の高さが、

当市の投票率に影響している。 

図③ 参照

 

【県内の市との状況比較】 

転入率 5.04％ （2 位/21 市中） 

転出率 4.81％ （2 位/21 市中） 

移動率 9.85％ （2 位/21 市中） 

（H24 岐阜県人口動態統計調査）

※転入・転出者が多いため地元意識が低

く、地元選挙への関心が高まらない。 

 表① 参照

 

【県内の市との状況比較】 

昼夜間人口比率 

83.8％ （1 位/21 市中） 

  （H17 国政調査）

 

 

※市外(県外)での就労・就学者が多く、 

特に地元選挙への関心が高まらない。 

 表② 参照

【若年層への啓発活動】 

・インターネットの利用 

市のホームページによる選挙公報の掲載などの啓発の拡充と最新情報の提供。 

・新有権者への啓発 

成人式での選挙啓発パンプレット配布などの投票参加の啓発活動。 

・選挙事務への参加 

新成人等の若者による期日前投票所の投票立会人の従事。 

【低関心者への啓発活動】 

・各種団体からの啓発 

選挙啓発団体である“瑞穂市明るい選挙推進協議会”の活動に自治会連合会長などの 

各種団体長に参画してもらい、各種団体を通じての幅広い啓発活動の実施。 

・JR 穂積駅での啓発活動 

選挙期間中に、駅の利用者に投票参加の啓発活動を実施。 

投票率が県下でも非常に低い 若年層の投票率が低い 

若年層の比率が高い 転入・転出者が多い 市外への通勤者が多い 

◆ 参考資料 

図① 瑞穂市の選挙別投票率 

 

※ 各種選挙別で、年ごとに投票率をグラフ化したものです。いずれも投票率が年々低下しています。 

 

 

図② 年齢別投票率     （H25 県知事選挙：古橋投票区）   図③ 有権者の年齢別の人口割合  （H25.1.1 現在） 

     
※ 年代別の投票率の状況です。                          ※ 有権者における年齢別の割合をグラフ化したものです。 

  年齢とともに投票率が増加しています。(80 代以上除く)               瑞穂市は３０代の人口割合が非常に高い状況です。 

 

 

表① 転入率・転出率・移動率             表② 昼夜間人口比率          
               （H24 岐阜県人口動態統計調査）                      （H17 国勢調査） 

1 美濃加茂市 6.29 美濃加茂市 5.85 美濃加茂市 12.14

2 瑞穂市 5.04 瑞穂市 4.81 瑞穂市 9.85

3 羽島市 4.60 羽島市 4.66 羽島市 9.26

4 可児市 4.44 可児市 4.48 可児市 8.92

5 各務原市 3.80 瑞浪市 4.17 瑞浪市 7.70

： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ：

20 郡上市 2.00 中津川市 2.66 飛騨市 4.66

21 飛騨市 1.82 郡上市 2.49 郡上市 4.48

23.10.1人口 23.10.1人口 23.10.1人口

転入率(％) 転出率(％) 移動率(％)

転入者数 転出者数 転入者数＋転出者数

   

市 名
 昼夜間人口

比率

 常住人口

(夜間人口)
 昼 間 人 口

1 瑞穂市 83.8% 49,039人 41,090人

2 海津市 84.2% 39,451人 33,235人

3 山県市 84.9% 30,316人 25,731人

4 多治見市 86.3% 103,668人 89,499人

5 羽島市 87.2% 66,670人 58,145人

： ： ： ： ：

： ： ： ： ：

20 美濃加茂市 105.4% 52,133人 54,963人

21 大垣市 105.5% 150,910人 159,259人  
 ※ 移動率･･･人口(H23.10.1 基準)100 人当たりの転入者及び転出者の割合。     ※ 昼間人口･･･常住人口(夜間人口)に他市等からの通勤者を足し、 

      （H23.10.1～H24.9.30 の転入・転出者数）                      さらに他市等への通勤者を引いたもの。 

  瑞穂市は転入・転出が共に多く、住民の出入りが多い状況です。          ※ 昼夜間人口比率･･･常住人口 100 人当たりの昼間人口の割合。 


